
独鈷杵および五鈷杵（栗東市・金勝寺）

五鈷杵顕微鏡写真　表面の金の残存状況



は
じ
め
に

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
独
鈷
杵
一
口
お
よ
び
五
鈷
杵
一
口
か
ら
な
る
密
教
法
具
は
、

金
勝
寺
の
所
蔵
に
な
り
、
現
在
は
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

金
勝
寺
は
栗
東
市
の
南
方
、
金
勝
山
の
山
中
に
位
置
す
る
。
寛
平
九
年
（
八
九
七
）

六
月
二
十
三
日
の
太
政
官
符
に
よ
る
と
、
東
大
寺
の
開
山
で
初
代
別
当
の
良
弁
（
金

肅
菩
薩
）
が
山
を
開
き
、
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
〜
八
二
四
）
に
興
福
寺
の
願
安
に
よ
っ

て
堂
舎
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
現
在
は
天
台
宗
に
属
し
て
い
る
。
境
内
に
は
本
堂
、

二
月
堂
、
虚
空
蔵
堂
、
仁
王
門
な
ど
の
堂
宇
が
建
ち
、
丈
六
の
木
造
釈
迦
如
来
坐
像

（
重
要
文
化
財
）
を
は
じ
め
と
す
る
古
仏
を
多
数
伝
え
て
い
る
。

　

密
教
法
具
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
本
品
の
重
厚
な
作
風
は
鎌
倉
時
代

の
典
型
を
示
し
て
い
る
。
滋
賀
県
に
は
延
暦
寺
や
園
城
寺
な
ど
、
天
台
密
教
の
本
山

寺
院
が
あ
る
も
の
の
、
現
存
す
る
密
教
法
具
の
古
例
は
限
ら
れ
て
い
る
。
文
化
財
指

定
の
状
況
で
は
、
平
安
時
代
の
作
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
独
鈷
杵
（
滋
賀
県
指
定
有

形
文
化
財
）
と
聖
衆
来
迎
寺
の
独
鈷
杵
（
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財
）、
鎌
倉
時
代

の
作
例
と
し
て
、
西
明
寺
の
密
教
法
具
（
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財
）
が
挙
げ
ら
れ

る
に
す
ぎ
な
い
。
本
品
は
こ
れ
ら
に
並
ぶ
古
例
と
し
て
高
い
価
値
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
二
月
十
六
日
に
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財
（
工
芸
品

の
部
）
に
指
定
さ
れ
た（
一
）。

　

指
定
に
あ
た
り
、
滋
賀
県
文
化
財
保
護
審
議
委
員
で
京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館
員

の
久
保
智
康
氏
よ
り
本
品
の
金
属
組
成
や
内
部
構
造
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
科
学

調
査
の
必
要
性
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
の
で
、
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
保

存
科
学
室
に
て
蛍
光
Ⅹ
線
お
よ
び
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
た（
二
）。
調

査
の
結
果
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
た
め
、
本
稿
に
て
報
告
す
る
。

 

（
古
川
）

一
、
調
査
作
品
概
要

　

滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財

　
　

独
鈷
杵
（
口
絵
、
図
1（
三
））

　
　
　
　
　
　
　

総
長
一
七
・
九
、
把
長
六
・
七

　
　

五
鈷
杵
（
口
絵
、
図
2
）

　
　
　
　
　
　
　

総
長
一
八
・
五
、
把
長
五
・
九
、
鈷
張
五
・
三

 

（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

金
勝
寺
所
蔵

　

独
鈷
杵
お
よ
び
五
鈷
杵
の
科
学
的
調
査
報
告

 

降
　
幡
　
順
　
子

 

古
　
川
　
史
　
隆

 

田
　
澤
　
　
　
梓
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（
1
）
品
質
・
形
状
、
保
存
状
況

・
独
鈷
杵

　

銅
製
鋳
造
。
把
部
の
中
央
に
総
髪
の
鬼
面
を
正
逆
交
互
に
四
箇
め
ぐ
ら
せ
て
鬼

面
帯
を
つ
く
り
、
そ
の
上
下
に
珠
文
帯
で
約
し
た
重
弁
八
葉
間
弁
付
蓮
弁
帯
を
飾

る
。
弁
の
先
端
に
は
蘂
を
細
か
に
線
刻
す
る
。
鈷
部
は
、
断
面
が
方
形
で
各
面
と

も
に
匙
面
を
取
ら
ず
、
下
方
に
節
を
つ
く
る
。
目
視
で
は
鍍
金
は
施
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
金
が
検
出
さ
れ
た
。
把
部
中
央
に
破
孔

（
二
・
〇
×
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
り
、
内
部
の
鉄
芯
と
焼
け
た
中
型
（
中

子
）
の
土
が
あ
ら
わ
と
な
っ
て
い
る
。
本
品
の
鋳
造
時
に
包
み
中
型
が
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

保
存
状
況
は
、
表
面
に
若
干
の
銅
錆
が
見
ら
れ
、
把
中
央
の
鬼
面
の
部
分
に
破

孔
が
み
ら
れ
る
。

・
五
鈷
杵

　

銅
製
鋳
造
。
把
部
の
中
央
に
、
総
髪
一
箇
と
巻
髪
三
箇
の
鬼
面
を
正
逆
交
互
に

め
ぐ
ら
せ
て
鬼
面
帯
を
つ
く
り
、
そ
の
上
下
に
珠
文
帯
で
約
し
た
重
弁
八
葉
間
弁

付
蓮
弁
帯
を
飾
る
。
蓮
弁
の
先
端
に
は
蘂
を
細
か
に
線
刻
す
る
。
鈷
部
は
、
断
面

が
方
形
で
匙
面
を
付
さ
な
い
。
素
文
で
下
方
に
節
を
つ
け
た
中
鈷
を
中
心
に
、
嘴

形
を
付
し
た
脇
鈷
を
出
す
。
独
鈷
杵
と
同
様
に
、
目
視
で
は
鍍
金
が
な
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
は
見
え
な
い
も
の
の
金
が
検
出
さ
れ
た
。

　

表
面
に
若
干
の
銅
錆
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
他
は
大
き
な
損
傷
も
な
く
保

存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

（
2
）
概
要

　

金
勝
寺
の
密
教
法
具
は
現
在
、
独
鈷
杵
と
五
鈷
杵
の
み
が
現
存
す
る
。
両
者
と

も
把
部
に
鬼
面
を
あ
ら
わ
す
、
い
わ
ゆ
る
鬼
面
式
に
分
類
さ
れ
、
蓮
弁
や
約
条
の

造
形
が
共
通
し
て
い
る
。
全
体
を
見
る
と
両
者
は
と
も
に
把
部
と
鈷
部
が
総
長
に

比
し
て
太
く
、
総
じ
て
重
厚
な
作
風
を
示
し
て
い
る
。
細
部
の
造
形
に
注
目
す
る

と
、
次
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
鈷
先
か
ら
武
器
が
本
来
備
え
る
鋭
利
さ
が
減
じ
て
い
る

②
鈷
部
に
匙
面
が
な
い

③
鈷
部
よ
り
把
部
が
長
く
な
る

④
把
部
を
飾
る
蓮
弁
が
重
弁
で
あ
る

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
の
金
剛
杵
に
特
有
の
も
の
で
、
本
品
の

製
作
時
期
も
こ
の
頃
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
五
鈷
杵
は
脇
鈷

の
張
り
出
し
が
穏
や
か
で
そ
の
先
端
が
中
鈷
の
先
端
に
届
か
な
い
こ
と
、
脇
鈷
外

側
の
嘴
形
が
退
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
鎌
倉
時
代
も
後
半
の
製
作
と
考
え

ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
一
見
す
る
と
似
通
っ
た
造
形
が
あ
る
も
の
の
、
両
者
に
は
差
異

も
認
め
ら
れ
る
。
鬼
面
の
髪
型
に
は
相
違
が
あ
り
、
把
部
の
蓮
弁
や
蕊
を
表
す
彫

り
は
独
鈷
杵
の
ほ
う
が
鋭
く
、
地
金
も
独
鈷
杵
が
や
や
赤
み
を
帯
び
て
い
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
両
者
が
同
一
工
房
で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
る
に
は
な
お
検
討
を

要
す
る
。

　

ま
た
、
独
鈷
杵
の
損
傷
箇
所
か
ら
内
部
の
鉄
芯
と
焼
け
た
中
型
土
が
見
え
る
こ

と
か
ら
、
鋳
造
時
に
は
包
み
中
型
が
用
い
ら
れ
、
銅
の
詰
ま
っ
た
無
垢
で
は
な
い

こ
と
が
判
明
す
る
。
目
視
で
中
型
の
鋳
物
土
や
鉄
芯
が
確
認
で
き
る
作
例
は
希
有

で
あ
る
が（
四
）、
こ
の
鉄
芯
の
状
況
を
い
っ
そ
う
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
よ
う
。

　

よ
り
詳
細
に
両
者
の
類
似
性
を
判
断
し
、
く
わ
え
て
内
部
構
造
を
確
認
す
る
必

要
性
か
ら
、
次
章
に
述
べ
る
よ
う
に
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
調
査
お
よ
び
蛍
光
Ⅹ
線
分
析
調
査

を
行
っ
た
。

 

（
古
川
・
田
澤
）
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二
、
分
析
手
法
お
よ
び
調
査
結
果
報
告

（
1
）
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
調
査

　

独
鈷
杵
は
、
損
傷
箇
所
か
ら
内
部
を
観
察
す
る
と
、
中
型
（
中
子
）
土
と
鉄
芯
の

存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鉄
芯
が
ど
こ
ま
で
通
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
内

部
構
造
と
劣
化
状
態
の
把
握
を
目
的
と
し
て
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
調
査
を
実
施
し
た
。

五
鈷
杵
に
つ
い
て
も
同
様
の
調
査
を
実
施
し
た
が
、
今
回
の
測
定
条
件
で
は
十
分
に

Ⅹ
線
が
透
過
し
な
か
っ
た
た
め
、
把
部
の
内
部
構
造
の
確
認
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
後

述
の
蛍
光
Ⅹ
線
分
析
で
は
、
脇
鈷
の
化
学
組
成
は
、
独
鈷
杵
の
把
部
よ
り
は
、
鉛
含

有
量
が
多
い
傾
向
も
認
め
ら
れ
た
た
め
、
Ⅹ
線
が
よ
り
透
過
し
難
い
こ
と
や
独
鈷
杵

と
五
鈷
杵
の
内
部
構
造
が
異
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

使
用
装
置
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
カ
ス
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
装
置T

O
SCA

N
ER- 

32300μ
FD

、
撮
影
条
件
は
、
照
射
Ⅹ
線
電
圧220kV
、
電
流1000μ

A

、
ス
ラ
イ
ス 

厚0.9m
m

、
一
画
素
サ
イ
ズ0.41m

m

、
ビ
ュ
ー
数1200
、
ゲ
イ
ン1pF

、
積
算
時
間 

249m
s

、Cu

フ
ィ
ル
タ
ー1m

m

厚
を
使
用
し
て
い
る
。

　

損
傷
部
で
視
認
で
き
る
鉄
芯
は
、
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
画
像
で
は
独
鈷
杵
の
両
端
付
近
ま
で

確
認
で
き
る
（
図
3
）。
鉄
芯
の
断
面
形
状
は
四
角
形
（
図
4
）
で
、
比
較
的
良
好

に
残
存
し
て
い
る
箇
所
で
は
、
長
辺
が
約
二
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
短
辺
が
二
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
程
度
と
確
認
で
き
る
が
、
腐
食
劣
化
に
よ
り
四
角
形
が
明
確
で
は
な
く
、

不
定
形
を
呈
し
て
い
る
箇
所
も
確
認
で
き
る
。
鈷
部
一
方
の
先
端
近
く
に
は
、
内
部

の
密
度
が
高
い
箇
所
が
存
在
し
、
立
方
体
状
の
塊
部
と
Γ
状
の
部
分
が
存
在
し
て
い

る
（
図
5
）。
何
故
こ
の
よ
う
な
構
造
に
な
る
の
か
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
鋳

掛
け
痕
跡
と
考
え
る
な
ら
ば
当
時
の
鋳
掛
け
法
に
よ
る
修
理
の
一
例
と
し
て
有
用
な

情
報
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

ま
た
両
鈷
部
の
節
近
く
に
、
鉄
芯
よ
り
小
径
の
棒
状
の
も
の
が
、
鉄
芯
を
避
け
、

鉄
芯
と
は
直
交
す
る
方
向
に
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
笄
と
考
え
ら
れ
、
再
構
成
画

像
で
は
丸
印
で
示
し
た
箇
所
に
あ
た
り
、
方
形
状
に

そ
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た（
図
6
）。
笄

が
中
型
を
貫
通
し
、
鉄
芯
を
避
け
る
工
夫
が
み
ら
れ

る
本
事
例
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｔ
等
の
調
査
に
よ
る

報
告
事
例
も
み
ら
れ
な
い
た
め
、
中
世
に
通
有
の
技

法
で
あ
る
の
か
判
断
は
難
し
い
が
、
今
後
、
類
例
調

査
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
中
世
に
お
け
る
密
教

法
具
の
製
作
技
術
の
解
明
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

（
2
）
蛍
光
Ⅹ
線
分
析
調
査

　

今
回
、
五
鈷
杵
と
独
鈷
杵
の
色
調
に
若
干
の
差
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
色
調
の
異
な
る
箇
所
つ
い

て
、
非
破
壊
・
非
接
触
分
析
を
実
施
し
た
。
元
素
分
析

は
、蛍
光
Ⅹ
線
分
析
装
置EA

GLE

Ⅲ
を
使
用
し
、測
定

条
件
は
、
管
電
圧40kV

、
管
電
流700μ

A

、
大
気
中
、

測
定
時
間200

秒
、
装
置
と
資
料
間
距
離
は10m

m

、

タ
ー
ゲ
ッ
トRh

、
コ
リ
メ
ー
タ
径
は300μ

m
Φ

で
あ

る
。
独
鈷
杵
の
測
定
箇
所
②
、
③
は
軽
元
素
の
検
出

を
目
的
に
、
管
電
圧20kV

、
管
電
流1000μ

A

、
真

空
中
で
測
定
し
た
。
独
鈷
杵
の
測
定
箇
所
は
図
7
、

蛍
光
Ｘ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
は
図
8
に
、
五
鈷
杵
は
そ
れ

ぞ
れ
図
9
、
図
10
に
示
す
。
青
銅
標
準
試
料
を
用
い

た
定
量
分
析
結
果
を
表
1
に
示
す
。
検
出
さ
れ
た
主

な
元
素
は
、
銅
・
鉛
・
錫
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
独
鈷

杵
・
五
鈷
杵
と
も
に
青
銅
製
と
い
え
る
。
一
部
の
測

測定箇所 色調 銅 錫 鉛 ヒ素 金 微量元素

独鈷杵
① 褐 72.2 10.8 15.7 1.3 0.1 マンガン
② 褐 75.5 11.1 12.0 1.3 tr マンガン、鉄

五鈷杵

① 黒 44.5 12.8 38.4 tr tr カリウム、カルシウム、マンガン、鉄
② 褐 61.7 12.1 21.9 tr tr カリウム、カルシウム、マンガン、鉄
③ 黒 77.6  9.8 10.8 tr 0.2 カリウム、カルシウム、マンガン、鉄
④ 黒 61.1 11.2 23.9 0.7 tr カリウム、カルシウム、マンガン、鉄

表１　定量分析結果（wt％）
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定
箇
所
か
ら
僅
か
に
金
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
目
視
で
は
金
色
を
呈
し
て
は
い

な
い
も
の
の
、
表
面
に
は
金
が
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
顕
微
鏡
観
察
か
ら

も
窪
み
に
金
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
（
口
絵
）。
水
銀
は
検
出
限
界

以
下
で
あ
っ
た
。
金
が
検
出
さ
れ
た
箇
所
の
残
存
状
況
が
良
好
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
独
鈷
杵
と
五
鈷
杵
で
金
が
検
出
さ
れ
た
二
箇
所
の
化
学
組
成
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

お
よ
そ
銅
七
二
・
二
％
、
七
七
・
六
％
、
錫
一
〇
・
八
％
、
九
・
八
％
、
鉛
一
五
・
七
％
、

一
〇
・
八
％
で
あ
っ
た
。
銅
七
五
±
三
％
・
鉛
一
三
±
二
％
程
度
の
違
い
が
あ
る
が
、

非
破
壊
分
析
結
果
と
し
て
は
顕
著
な
差
異
と
も
判
断
し
難
い
。
し
か
し
金
の
残
存
し

て
い
な
い
五
鈷
杵
の
他
の
測
定
箇
所
で
は
、
鉛
含
有
量
が
多
く
、
測
定
箇
所
に
よ
る

差
異
も
大
き
い
。
鉛
の
偏
析
や
腐
食
劣
化
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ

が
地
金
の
差
異
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
五
鈷
杵
で
は
、
他
に
カ
リ
ウ
ム
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
マ
ン
ガ
ン
、
鉄
が
検
出
さ
れ
た
が
、
独
鈷
杵
で
は
マ
ン
ガ
ン
、
鉄
が
僅

か
に
検
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
な
ど
の
相
違
も
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の

鋳
造
が
一
時
期
に
実
施
さ
れ
た
と
は
、
検
出
元
素
や
、
内
部
構
造
の
類
推
か
ら
は
明

言
し
難
い
が
、
地
金
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
の
類
似
性
も
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
一
具
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
製
作
が
な
さ
れ
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
現
状
で
は
、
表
面
の
金
の
残
存
状
況
は
概
し
て
良
好
と
は
言
い
難
い
。
地
金

に
鉛
を
多
く
含
む
場
合
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
は
地
金
へ
の
な
じ
み
が
悪
い
と
い
わ
れ
て

い
る（
五
）。
今
回
水
銀
は
検
出
限
界
以
下
で
あ
る
た
め
金
ア
マ
ル
ガ
ム
法
と
は
断
定

で
き
な
い
も
の
の
、
本
資
料
も
地
金
に
鉛
を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
、
金
鍍
金
を
施
す

こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
す
る
と
、
残
存
状
況
が
良
好
で
は
な
い
こ
と
と
の
関
連
が
指

摘
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

現
状
の
地
金
色
調
に
つ
い
て
は
、
測
定
箇
所
が
近
接
し
且
つ
色
調
に
差
異
の
あ
っ

た
五
鈷
杵
の
①
②
を
比
較
す
る
と
、
褐
色
を
呈
す
る
測
定
箇
所
で
鉛
含
有
量
の
少
な

い
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
硫
黄
に
着
目
す
る
た
め
に
、
独
鈷
杵
・
褐
色
系

②
、
黒
色
系
③
の
箇
所
に
つ
い
て
軽
元
素
を
比
較
し
た
。
ロ
ジ
ウ
ム
（
Rh
）
の
積
分

強
度
に
よ
り
各
元
素
の
積
分
強
度
を
規
格
化
し
、
相
対
的
な
積
分

強
度
で
の
比
較
に
留
め
て
い
る
（
表
2
）。
軽
元
素
で
は
、
黒
色

を
呈
す
る
箇
所
か
ら
リ
ン
、
硫
黄
、
塩
素
等
が
多
く
検
出
さ
れ
る

結
果
と
な
り
、
色
揚
げ
技
法
と
い
う
よ
り
は
、
こ
れ
ら
は
鉛
の
腐

食
劣
化
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

銅
・
錫
・
鉛
以
外
の
金
属
に
着
目
す
る
と
、
鉄
・
ヒ
素
が
検
出

さ
れ
て
い
る
。
十
二
〜
十
四
世
紀
の
年
記
銘
を
持
つ
資
料
で
、
地

金
が
青
銅
製
の
資
料
で
は
、（
1
）
鉄
・
ヒ
素
・
銀
・
ア
ン
チ
モ
ン
、

（
2
）
鉄
・
ヒ
素
・
銀
が
検
出
さ
れ
た
資
料
が
あ
り
、
表
面
仕
上

げ（
鍍
金
、
彩
色
等
）の
見
ら
れ
る
資
料
で
は（
3
）鉄
、（
4
）鉄
・

ヒ
素
、
地
金
が
銅
製
の
資
料
で
は
（
5
）
鉄
・
鉛
、（
6
）
鉄
が

検
出
さ
れ
る
こ
と
が
、
資
料
数
は
多
く
な
い
が
調
査
報
告
が
あ
る

（
六
）。
定
性
分
析
で
は
、
青
銅
製
で
表
面
仕
上
げ
の
見
ら
れ
る
資

料
と
し
て
（
３
）（
４
）
の
事
例
報
告
が
多
く
、
他
に
は
銀
が
検

出
さ
れ
る
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が（
七
）、
今
回
分
析
し
た
資

料
は
、（
4
）
と
い
え
、
青
銅
製
で
表
面
仕
上
げ
の
あ
る
資
料
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
結
果
と
整
合
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

今
後
も
中
世
の
金
剛
杵
に
つ
い
て
継
続
的
に
調
査
し
、
製
作
技

法
の
確
認
、
地
金
の
材
質
に
つ
い
て
事
例
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

 

（
降
幡
）

三
、
考
察

　

今
回
の
調
査
に
つ
い
て
は
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
大

き
な
成
果
と
し
て
は
、
独
鈷
杵
の
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
調
査
に
よ
り
、
鉄
芯

の
形
状
や
範
囲
、
鋳
掛
け
に
よ
る
修
理
の
状
況
、
笄
の
使
用
が
明

表２　軽元素の比較（Rh積分強度による規格化をおこなう）
測定箇所 色調 Al2Ｏ3 SiO2 P2O5 SO3 PbO Cl2 Rh

②（軽元素） 褐 0.1 0.2 0.1 0.2 1.0 0.2 1.0

③（軽元素） 黒 0.5 1.6 0.3 1.1 3.1 0.5 1.0

－　 －4



ら
か
に
な
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
調
査
に
基
づ
く
独
鈷
杵
の
製
作
技
術
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
独

鈷
杵
は
鋳
物
土
に
よ
り
鋳
型
（
外
型
・
中
型
）
を
作
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
う

ち
中
型
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

①
鉄
製
の
芯
を
中
心
と
す
る

②
鈷
部
に
は
鉄
芯
を
よ
け
つ
つ
銅
製
笄
を
対
角
に
わ
た
す

③
鋳
物
土
で
く
る
み
、
包
み
中
型
と
す
る

④
笄
の
先
端
を
外
型
に
埋
め
込
み
、
中
型
と
外
型
が
動
か
な
い
よ
う
に
す
る

　

さ
ら
に
外
型
に
つ
い
て
は
、
上
下
二
本
の
笄
が
同
じ
方
向
に
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
二
枚
組
の
型
で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
、
く
わ
え
て
型
合
わ
せ
面
は
笄
と

直
交
方
向
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　

独
鈷
杵
の
鋳
型
は
、
徳
島
県
の
大
浦
遺
跡
（
十
一
世
紀
）（
八
）
お
よ
び
川
西
遺
跡
（
十

三
世
紀
）（
九
）
で
出
土
し
て
い
る
。
両
遺
跡
の
出
土
品
は
二
枚
組
の
型
で
あ
り
、
本

品
が
二
枚
型
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
符
合
す
る
。
出
土
し
た
鋳
型
か
ら
鋳
造
さ
れ
た

品
が
銅
の
詰
ま
っ
た
無
垢
で
は
な
く
包
み
中
型
で
あ
れ
ば
、
笄
が
使
用
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
高
い
が
、
そ
う
し
た
痕
跡
は
現
状
で
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
鋳
型
に
笄

の
差
し
渡
し
痕
跡
の
有
無
を
確
認
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
と
言
え
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

　

本
品
に
お
い
て
笄
の
使
用
が
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
、
い
ま
だ
不
明
な
五
鈷
杵
の

型
構
造
を
探
る
指
標
に
も
な
り
う
る
。
五
鈷
杵
は
四
枚
組
の
外
型
が
用
い
ら
れ
た
と

想
像
さ
れ
る
が
、
鋳
型
の
実
例
は
出
土
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
よ
り

強
力
な
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
装
置
を
用
い
た
調
査
を
通
し
、
包
み
中
型
で
あ
る
こ
と

や
笄
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
笄
の
数
や
方
向
の
状
況
に
よ
っ
て
、
五

鈷
杵
の
外
型
は
四
枚
型
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
別
の
特
殊
構
造
で
あ
る
か
を
考
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
蛍
光
Ⅹ
線
分
析
に
お
い
て
は
、
残
存
状
況
が
良
好
で
な
い
も
の
の
金
が
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
地
金
の
成
分
比
率
は
わ
ず
か
な
相
違
が
認

め
ら
れ
た
。
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
も
の
の
、
微
細

な
表
現
の
差
異
か
ら
も
、
両
者
が
同
一
工
房
で
同
時
期
に
製
作
さ
れ
た
と
は
明
言
し

が
た
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、い
ず
れ
に
せ
よ
両
者
は
古
く
か
ら
一
具
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
独
鈷
杵
な
い
し
五
鈷
杵
の
一
方
が
、
先
に
製
作
さ
れ
て
い
た
も
う
一
方
を
意

識
し
て
製
作
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、そ
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

か
つ
て
具
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
三
鈷
杵
や
金
剛
鈴
、
金
剛
盤
も
含
め
、
製
作
さ

れ
た
工
房
な
い
し
時
期
が
別
で
あ
っ
た
法
具
が
一
具
と
な
っ
た
過
程
は
興
味
深
い
。

 

（
田
澤
）

お
わ
り
に

　

以
上
、
令
和
二
年
度
に
新
た
に
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
、

栗
東
市
・
金
勝
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
独
鈷
杵
と
五
鈷
杵
の
科
学
的
調
査
に
よ
る
知

見
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
ま
で
金
剛
杵
の
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
調
査
報
告
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
独
鈷
杵
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
は
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
、
型
構

造
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
他
の
金
剛
杵
に

つ
い
て
も
調
査
す
る
中
で
、
製
作
技
術
の
さ
ら
な
る
解
明
が
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
、

検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

 
（
ふ
り
は
た　

じ
ゅ
ん
こ
・
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
保
存
科
学
室
長

 

ふ
る
か
わ　

ふ
み
た
か
・
滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
保
護
課
副
主
幹

 

兼
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
副
主
幹

 

た
ざ
わ　

あ
ず
さ
・
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
学
芸
員
）
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註

（
一
）　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
八
月
四
日
、
滋
賀
県
文
化
財
保
護
審
議
会
に
て
諮
問
を
お
こ

な
い
、
同
年
十
二
月
十
八
日
、
同
審
議
会
に
て
答
申
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
滋
賀
県
指

定
に
先
立
ち
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
二
月
六
日
に
栗
東
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

（
二
）　

調
査
は
久
保
智
康
氏
同
席
の
も
と
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
一
月
二
十
五
日
に
京

都
国
立
博
物
館
で
実
施
し
た
。

（
三
）　

写
真
図
版
は
佐
々
木
香
輔
氏
撮
影
。

（
四
）　

中
型
土
が
確
認
で
き
る
金
剛
杵
と
し
て
は
、
和
歌
山
・
金
剛
峯
寺
所
蔵
の
金
銅
三
鈷
杵（
重

要
文
化
財
）
が
知
ら
れ
て
お
り
、
把
の
一
部
に
鋳
造
時
の
湯
切
れ
が
あ
り
、
内
部
に
中

型
土
が
み
え
る
と
い
う
（『
弘
法
大
師
入
唐
一
二
〇
〇
年
記
念　

空
海
と
高
野
山
』、
二

〇
〇
三
年
、
京
都
国
立
博
物
館
ほ
か
）。

（
五
）　

久
保
智
康
氏
、
京
都
社
寺
錺
漆
の
治
村
嘉
史
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
六
）　

降
幡
順
子
、
伊
藤
信
二
「
年
紀
銘
を
有
す
る
銅
製
金
工
品
の
蛍
光
Ⅹ
線
分
析
調
査
」『
京

都
国
立
博
物
館　

学
叢
』
第
四
十
号
、
二
〇
一
八
年

（
七
）　

奈
良
国
立
博
物
館
・
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
「
密
教
法
具
の
材
質
分
析
調
査〔
報
告
〕」『
奈

良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要　

鹿
園
雜
集
』
第
十
五
号
・
第
十
六
号
、
二
〇
一
五
年

（
八
）　

一
山
典
、
滝
山
雄
一
「
大
浦
遺
跡
」『
佛
教
藝
術
』
第
一
七
四
号
、
一
九
八
七
年

（
九
）　

徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
川
西
遺
跡　

一
般
国
道
一
九
二
号
徳
島
南
環
状
道

路
（
川
西
地
区
）
関
連
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』、
二
〇
一
七
年

　
主
要
参
考
文
献

・
奈
良
国
立
博
物
館
監
修
『
密
教
法
具
』
一
九
六
五
年
（
一
九
九
三
年
復
刻
版
発
行
）、
臨
川
書
店

・『
特
別
展　

近
江
の
密
教
美
術
』、
一
九
八
三
年
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館

・
香
取
正
彦
、
井
尾
敏
雄
、
井
伏
圭
介
『
金
工
の
伝
統
技
法
』
一
九
八
六
年
、
理
工
学
社

・
奈
良
国
立
博
物
館
監
修
『
密
教
法
具
』（
増
補
篇
）、
一
九
九
三
年
、
臨
川
書
店

・
栗
東
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
栗
東
の
歴
史　

第
四
巻　

資
料
編
Ⅰ
』
一
九
九
四
年
、
栗
東
町

・『
金
勝
寺
―
良
弁
説
話
と
二
十
五
別
院
―
』、
一
九
九
五
年
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

・
久
保
智
康
「
木
村
定
三
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
金
属
工
芸
」
調
査
報
告
目
録
」『
愛
知
県
美
術
館
研

究
紀
要
』
第
二
十
二
号
、
二
〇
一
五
年

　
付
記

　

金
勝
寺
住
職
勝
山
圓
昭
氏
に
は
本
論
執
筆
に
際
し
ご
配
慮
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
久
保
智
康

氏
に
は
ご
助
言
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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図１　独鈷杵

把部中央の破孔
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図２　五鈷杵
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図５　鋳掛け痕跡と考えられる箇所

図４　鉄芯断面形状 図３　中心部の鉄芯

縦断面再構成画像

縦断面

横断面再構成画像

横断面

－　 －9



図６　笄と考えられる箇所

２の横断面再構成画像

２の表面拡大写真

１の表面拡大写真

１の横断面再構成画像

再構成画像
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Mn Mn

図８　独鈷杵　測定箇所のスペクトルと測定箇所画像

図７　独鈷杵　測定箇所

① ②
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Mn

図10　五鈷杵　測定箇所のスペクトルと測定箇所画像

図９　五鈷杵　測定箇所

① ②

③ ④

－　 －12


	金勝寺
	37-1_biwakobunkakan_kiyou


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2011 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /WorkingRGB
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.500000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




